
【様式３】

　本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。
　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧する
ことができますので、下記連絡先まで電話またはFAXにてお申し出ください。
　また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけいない場合には
研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、患者さんに不利益が生じることはございません。

お問い合わせ先及び研究への利用を拒否する場合の連絡先：

〒２５１－８５５０　藤沢市藤沢２丁目６番１号
藤沢市民病院　産婦人科　　　（研究責任者）　片山　佳代
電話番号：０４６６－２５－３１１１（代表）　　FAX：０４６６－２５－３５４５

倫理委員会承認日から　　　　2021年　　　12月　　　31日■研究期間

■試料・情報の
　　取得と保管方法

診療録・手術記録・手術動画を電子カルテから取得し、個人が特定できない項目のみエク
セルの表に収集して院内に保管する

■外部への
　　試料・情報の提供

なし

■研究目的・方法

【目的】子宮筋腫や腺筋症など良性疾患に対する子宮全摘術は、その多くが鏡視下手術で
実施されるようになりましたが、これまで腹式手術に比較して合併症の頻度が高いとされ、ま
た非常に大きな子宮の場合には困難な術式とされてきました。当院での良性疾患に対する腹
腔鏡下子宮全摘出術の過去の症例を調べることで、摘出子宮の大きさ別の合併症や手術成
績を検討し、安全性を調べます。
【方法】過去の診療録や手術記録・手術動画を参照して、当院で実施した良性疾患に対する
腹腔鏡下子宮全摘術の症例の背景や、手術成績、合併症について後方視的に検討します。

■研究に用いる
　　試料・情報の種類

過去の診療録や手術記録・手術動画

情報公開用文書（藤沢市民病院で実施する医学系研究）　

■研究課題名 腹腔鏡下子宮全摘出術の後方視的検討

2020年　12月　15日作成

■研究の対象
2016年10月から当院で腹腔鏡下子宮全摘術を実施した症例のうち、
悪性腫瘍を除いた症例を対象とします


